歴史地震研究会2011～2012年度　第１回幹事会

2011年11月16日　17：00～19：00地震予知総合研究振興会にて

参加者：武村・松浦・諸井・林・金田・吉田・小松原

· 議題１　新潟大会の反省
　予想を超える参加者が来場、予稿集を現場で増刷・後に再度印刷してすることになった。
　収支報告：会員75名、非会員37名が参加、例年と比較して非会員の参加者が非常に多かった。収支はほぼ均衡。
　

· 議題２　会費長期滞納者への対応

　どのくらいの人が長期滞納しているかどうか確認する（諸井）。

　

· 議題３　会誌編集について

会誌の寄稿先がわかりづらいという意見が寄せられている．これに対応するため，HPに寄稿先が分かるような文章を掲載する（金田・林）

新潟大会における宇佐美先生の提案を受け新発見の地震史料を掲載するジャンルを作るべきかどうか、議論した。

「資料」というジャンルがある。これを受け皿にすれば良い。最近では26号の石橋論文や宇佐美他訂正の例がある。
新史料であることが確かで、史料解題があれば受け付け，査読の上掲載するという方針で臨みたい．
横書きとするか縦書きとするか？歴史系の人にとっては横書きには抵抗感がある。一方、横書きでフォーマットをそろえることにはメリットがある。これをどうするか？最低限タイトルなどは横書きで、要望がある人は個人的に縦書き希望の旨を伝えれば編集委員会で対応する。
などの意見が出た．

最終的には，新史料の発見については「資料」のジャンルに寄稿するよう呼びかける。

新史料を見つけた人から先鞭をつけて寄稿してもらうように依頼する。

武村会長が宇佐美先生宛てに対応について協議したことを伝える。

· 議題４　横浜大会について

吉田行事幹事作成の企画案について議論した．

・期日は9月14日～16日で確定．
・研究発表会は横浜開港資料館講堂で、公開講演会は横浜開港記念会館で実施する。

・共催相手は予定・後援名義使用先は決めている。

· 吉田行事幹事のほか，馬場会員に行事委員になってもらいプログラム編成と予稿集作成を担当分担して行事運営を進める．

・横浜開港資料館の松本調査研究員、横浜都市発展記念館の吉崎雅規調査研究員を交えて2011年10月5日に第1回担当者会議を実施、施設利用・巡見案・シンポジウム案等について協議した．

・研究発表の申し込み及び予稿原稿の集約は歴史地震研究会、会場・巡見・シンポジウムの運営は横浜市ふるさと歴史財団の担当とする．
　・研究発表会会場(横浜市開港資料館)は9時30分開場，16時50分閉館．会場使用料は1人あたり1人当たり400円。これには企画展・常設展を見学できるメリットが含まれている．
会場使用料は大会参加費の一部として参加者から徴収する．
　・公開講演会会場（横浜開港記念館）は共催とすると会場使用料減免可。中区役所に共催申請をする。1日単位で貸し出しているので午前午後とも確保する。
　・巡検について：歩く距離は関内一周程度，所要時間は２～3時間を見込んでいる。
ガイドは何人頼めるか？10人の参加者に1人程度、合計30人で3班という編成でどうか。

所要時間や解説のノウハウなどは都市発展記念館が持っている。

・懇親会の会場は行事幹事に任せる。
・行事委員会が講演申し込み募集のはがきを作成する。はがきの文案は宍倉前行事委員作成のものを参考とすれば良い．
・近現代歴史資料課の４～5人程度より講演したいという希望が寄せられている．招待講演という形で1セッションにまとめて発表していただくことに。

・ポスター・リーフレット作成にかかるデザイナー謝金などはこれまでの大会では予算化していない。ポスターの製作にお金をかけることはできないが部数が限られていれば研究会で刷ればよい。
・アルバイトについて：横浜市立大学；横浜国立大学にお願いすることは可能（松浦副会長からお願いできる）。2人で可。
・問題点に関する議論
研究発表会の会場でポスター発表できないとなると時間配分が難しい．また閉館時間に間に合わせようとすると総会が開催できなくなる．ポスター発表はできないか，発表用設備はあるか，閉館時間を遅らせられないかなど，再度交渉する(吉田)．昼食の場所，閉館時間を遅らせることができない場合の総会用会議室の確保についても吉田さんにお願いする．行事関係者の間での情報交換や発表申し込み受け付け用にメーリングリストを作る（吉田）．
馬場さんにはcmushaに入ってもらう（林）

共催・後援などは行事委員会で交渉し、文書の発行は総務幹事が行う。

・公開シンポジウム：シンポジウムに防災の話を入れる必要があるのか？討論の議題がまとまらなくなる恐れがある。講演者は3人の方が良いのでは？映像主体のシンポでも良いのではないか？等の意見が出た．

防災の話については開港資料館等の都合があれば、それを考慮すればよい。
横浜の関東大震災については知られていない面が多いので、それに話を集約しても良いのではないか。

議論の結果，以下の方針が固められた．

武村・大西・平野の3氏に講演を依頼する。館長には討論に参加してもらう。非会員の講演者には謝礼を出す。討論の司会は神奈川県立博物館の寺崎氏にお願いする。
議題５　2013年大会は秋田で行うことに決定。（武村会長から林氏に伝える）

議題６　2月3日震災予防講演会（横浜）から歴史地震研究会に後援名義使用許可申請が出されていることについて．

承認する。

議題７　入退会者報告・承認

足立長門さん、柳澤和明さん、竹村考弘さん、水田敏彦さん、齊藤剛彦さん、の5名の入会を承認。

議題８　学術団体の代表交代
学術団体の代表者が交代した場合にはその旨届け出ることになっている．（松浦副会長が手続きを行う）

議題９　監査について

監査役は会計の監査だけでなく、幹事会の活動全体の監査も必要とされているのではないかという意見が中村操氏から提案されている。

→幹事会に出ていただき、監査の立場から意見を言ってもらう。
中村操氏をcmushaに入れ、永井氏には小松原から声を掛ける。
議題10　会誌の寄贈先の管理について

会誌の寄贈先はかつて総務幹事が管理していたが，今は編集幹事が管理している。今年度の新幹事(金田氏)に引き継いでいる．
議題11　総会議事録
既にHPにアップしている。

議題12　次回幹事会の日程について
２月13日（月曜）17:00～　地震予知総合研究振興会会議室で行う．
